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【環境デューデリジェンス事業】 

M&Aや不動産取引時の健全性評価・価値算定、企業価値向上に資する 

『環境デューデリジェンス事業』を開始しました 
 

 

「地域社会の発展と調和の取れた環境の創造」を目指す、環境調査・計量証明・計画策定・普及

啓発活動等を手掛ける株式会社環境総合研究所（本店：埼玉県川越市／代表取締役：𠮷田裕之）

は、この度、M&A や不動産取引時の健全性評価・価値算定、価値向上に貢献する『環境デュー

デリジェンス事業』を開始しました。 

 

 

■ 『環境デューデリジェンス事業』 概要  

環境デューデリジェンス（環境 DD）とは、 M&A や不動産取引の際など、対象のリスク、特に環

境面でのリスク把握のための行われる一連の調査のことです。M&Aを例に挙げると、売り手企業が

不動産（土地・建物等）を保有する場合に、土地であれば土壌汚染、建物であればアスベスト調査、

そのほか大気汚染、水質汚染などの環境への負の影響の有無や、負の影響の停止や是正・防止

に係るコストなど、保有不動産を含む企業全体の価値へのインパクトを事前に調査・推し量るプロセ

スになります。 

この度、『環境デューデリジェンス事業』として、当社がこれまで培ってきた環境調査の知見と、コ

ンプライアンス・インテリジェンス調査の手法を組み合わせ、広範な環境リスクの洗い出し・環境調

査（１次データ取得）・データ解析・インパクト評価・対応策検討支援までのトータルコンサルティング

をご提供いたします。 

M&A/業務提携/大型取引時の健全性調査・価値算定、不動産取引時の価値算定の適切評価、

バリューチェーン健全性評価など各種ビジネスシーンでご活用ください。 
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■ 背景：ESG時代の環境リスクの多様化・複雑化 

 近年、ESG（環境（Environment）、社会（Social）、ガバナンス（Governance））への配慮という大きな

潮流を背景に、事業を取り巻く環境リスクは多様化・複雑化しています。「大気」「土壌」「水」「騒音」

「振動」「悪臭」の典型６公害のリスクはもちろん、「作業環境」や「有害物質・廃棄物」など法律改正

や規制対象の拡大により対応が求められるリスクや、「生物多様性」など社会意識の変化によって

新たに対応が求められるリスクも出現してきました。これら多様なリスク項目への適切な対応には、

紋切り型の DD ではなく、環境調査プロフェッショナルの知識と経験に基づく環境デューデリジェン

スが不可欠です。 

 

■ 環境デューデリジェンスの必要性； 環境リスク顕在化のインパクト 

環境リスクはひとたび顕在化すると、企業価値を大きく棄損し、その是正には大きなコストが生じ

る傾向にあります。保有する不動産等の価値が低下し、ひいては企業価値の棄損につながるだけ

でなく、法令違反状態の迅速な是正が求められるほか、訴訟・損害賠償請求に至ることも珍しくなく

ありません、さらに、周辺住民や投資家、銀行など多くのステークホルダーからのレピュテーションも

低下し、あまりにも大きいインパクトは事業継続自体を困難にすることさえあります。 

 

 

 

多様化・複雑化する環境リスクに対し企業として「相当な注意」をもって企業責任を果たしたことを

担保するために、潜在する環境リスクに対して、リスクの特定や特定リスクの影響度の評価、回避、

軽減プロセスを含む環境 DDは大きく貢献いたします。 

当社の環境 DD では、これまでの環境調査の経験に基づいて、広範な潜在的環境リスクを網羅

的に把握し、環境１次データに基づく確固たるエビデンスの提供と、それを活用した環境リスクの評

価と対応策検討のご支援をさせていただきます。 

 

 

 

■ 本件に関するお問い合わせ 

株式会社環境総合研究所 新規事業部 

担当：木内 

TEL：049-225-7264 

Mail：office@kansouken.co.jp 


